17 Mev 並に 6.1 Mev γ線の二, 三物質による吸収係数の測定 by 植村, 吉明
Title17 Mev 竝に 6.1 Mev γ線の二,三物質による吸收係数の測定
Author(s)植村, 吉明




Type Departmental Bulletin Paper
Textversionpublisher
Kyoto University
                   fヒ 学 研 究 断 報 告 第 ==、 十 ==二 集
                         原    報
   1.17Mev蛇 に6.1 Mevγ 線 の二,三 物 質 に よ る
         吸牧 係 数 の測定 ド
                       植  村  吉' 明
       M¢asurements of Abso.rption Coefficients of,17 Mev and
                6.1Mev r-Rays in Several Elements.
                         yoshialei Uemura
  The 7-ray absorption coefficients of Pb, Sn, Cu, and Al were measured for
                                                               い
the 17.6 Mev and 6.1 Mevγ 一rays produced at the first proton resonance
of the(Li-p)and(F-p)reactions resp㏄tively.
  The experimental.arrangement us d is shown in Fig.1. In order to obtain
the homogeneity of r-rays, a filter to absorb the x-rays from the target
by proton bombardment was not used near重he target a1ユd each sample
used .had a diameter which was enou黛h to cover the outside of the canalizing
lead slit. Therefore, to det㏄t theγ 一rays, a thick lead plate was used in
front of the window of the(トM counter of end-window type. The thickness
of the plate was 7.5rnm and 5.9mm for the 17.6 Mev and 6.1 Mev r-rays
respectively.
  To exclude the stray radiation, a set of canalizing lead slit and plug
was placed upon the lead counter which was housed in a large lead box.
  Then the difference of counts with and without the Iead plug for each
sample is taken to be the true decrement of the 7」rays through the canal
due to the absorption by the substance.
  Furthermore, in order to monitor the 7-ray intensity, a 6.5 mm lead
counter shielded by a lead cylinder was placed in such a position that
suffers no effect by the conditions of the sample.
  The absorption coefficients obtained under these conditions are given
as follows:
r-・・y・…ce i・ … S… Cu29 AI・3
  (Li--p)γ 一ray  O.58土0.02 0.34土0.01 0.28±0.01 0.062士0.007
  (F-p) γ一ray  O.50土0.01 0.23土0.01 0.27±O.01
  Analysing these experimental data, the absorption due to the creation
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  of e1㏄tron pairs seems to be propertional to Z2 in the case of the 17.6 Mev
  γ一rays. However, it is to be noted that the absorption ccefficient of Al
  for the 17.6 Mevγ 一rays is found to be larger than the theoretical' value.
      1緒     言
 Li(p,γ), F(p,γ)γ 線等 の高 エネルギー γ線の吸疲係数を定め る7i{は実験技術上相 当困難
な事 であつて ・その測 定 喧は測定 の際の幾何学的條件 によ り著 し く支配 され る ことは甑 に良、
く知 られ て いる事 で ある.測 定実験の際用い られ た物質 による散齪 に俘 つて起 る γ線量子 の
ヱネ ルギー減少等 複雑な経緯 を作 うので,そ れ等 の影響 を除 去する爲 には測定装置 は必要 な
幾何学 的條件 を満 さな けれ ばな らない.然 るに この幾何 学的條件 は1'線 の強 さ,測 定器 の感
度 に よつて さえ も制 限せ られ るので,測 定 に際 して は細心む然 も調利 した技術 的注童が必要
となる もの である.
 この種高 ヱネルギ 「'線 の 吸牧係数 の測定が 文献上 に現れ たの は1933年 γ継 による陰陽電
子対創 生現象 が発 見され1),そ の理論的取扱が 発展 した2)1934年 以後 の事 である.(Table
3参 照)
 1934年,Crane氏 等3-2)はLi(p,r), F(p,r)の 核反磨 に よつて生する ア線 に対 する鉛並
に銅 に よる吸牧係数 を測 定 し,理 論計算値 と対 照する事 によ りこれ等 の γ綜 の エネルギーを
推 定 した.然 しその際 には筋述 の測定 ピの困難性が あるた めに大膿な補正 を施 さざるを得 な
かつた.
 McMillanEk 3-3)はF(p,γ)γ 線 に対す る鉛,錫 銅,ア ル ミ=・一ウム等 の吸牧係 数を測 定
し,原 子番 号Zと の 関係 を考察 したが,前 述の困難性のた めかな りの補正 を試 みな けれ ばな
らなか つた.
 これ等 の研究 静に よつて 行われた補 疋はいすれ も低 エネル ギーのRaγ 線 に対する吸牧係
数を測定 することに よつて な され た もので ある.然 しLi(P,7'), F(P,γ)γ 線 の撲な高 エネル
ギーの現象 に対 してかか る低 エネ ルギ ー ア綜の現数 によつて 補正 を試 み ることは適正とは思
われ ない.
次 でCrane氏 の協同研究 者Delsasso氏 等3口4)は19376F Wilson霧 【噛に よつて再び観測
を行つて いる.
 1941年 ・Haxby氏 等3-5)はF(P,r)γ 線 による ウラニウム核分裂 現象 を発 見し,こ の現
象が各種物質 の ア線 に対 する吸牧係数 に対慮 して減 少する事 を見たが,吸 牧係数 の測定法 と
sc昭和24年4月27日 日本物理学会年会1こ於て一部講演.
 昭和24年6月4日 京都大学化学研究所業績発装講演会に於て'匿部講演.
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して この種現象を利用する事も結局は萌述の様な測定上の困難は除 き得ない.更 に高 エネル
ギーLi(P,γ)γ 線の場合は一暦困難になるものと考 えられる.
 1947年,McDanie1氏 等3-6)は1'線 のエネルギー測定法 として創生電子対に着 目し,卓
越せるr線 分析器を用い,Li(P,γ)7'線 に対する鉛・アルミ=・:ウムの吸牧係数を測定 し・鉛
の吸牧係数燈は現在得 られているうち最も大きい値を得ている.こ の際電子対発生板の薄い
場合程高い値を得ていることは特に注意すべきことである.こ の方法はWilson霧 繭にょる
測定法 よりも実効観測時間を壌すことが出來るが・測定誤差は1'線 の強さに制限せ られ・精
密なる測定を行うには長時間に亘 り襯測する必要が生 じ,た めに多 くの物質に就て試みる事
は困難であると思われる.
 猫以上全ての測定者はTable 3に 記入した様に,そ の所属研究室で得 られる最高の條件で
γ線強度を保ち,測 定を行つたものと思われる.然 しその後Walker氏 等4)による水素 イオ
ンの加速電圧の上昇によるLi(p,γ), F(p.r)r線 のエネルギー分布の変化が観測されたので・
その結果と対照すると,特 に γ線の均質に対しての注意は不充分であつた.
 以上 は文献上見られるものであるが,1937年 以後5)ア 線による原子核反慮例 えば(1',n),
(γ,の,(r,p)等 の現象が発見された後,高 エネルギーγ線の各種物質に対する吸牧に関する
観測は至つて少ないのである.
 吾 々は泄去10年 に亘 りCockcroft-Walton型 高電圧発生装置を用いてLi(P,r), F(P,ア)
の核反慮による γ線の発生状況を綿密に観測し続けているが,特 に均質なる7線 を得るため
に螺 イオン加速電庄を夫々核反慮の第一共鳴点以上侮々20Kv,即 ち460 Kv,350 Kv以
下に抑圧してもγ線を測定上満足し得べ き強度に発生せしめ得 る様になつている.猫 衝極か
ら発生する7線 の均質を保持するためγ線源附近には不要な物質を置かない様に注意 した.
か くて比較的長時間に亘 る一一Ptの測定に対し信頼し得 る均質7線 源を用いることが出來 た.
 γ線の強度測定のために吾々は從來一般に用いられて いた 電離電流測定の方法を避 け,
Li(P,γ), F(P,ア)γ 線に適合する鉛の2π 型Geiger-Mifller計 数管(後 述)を 新に造 りこ
れを用いた.こ の計数管の側壁には特に厚い鉛を用い・筋面にはその都度適当な厚さの鉛 円
板を置 きそれを量子計数用電子発生板 とした.そ の有効面は購純な円となつているので幾何
学的配置に甚だ有利であつた.
 測定技術上,從 來一般に行われて來た方法と異るところは吸牧測定の際に起 る種 々の複維
な経緯による計数計上 を簡約化するため,鉛 のス ウツ ト(円 庄孔)を 該計数管の前に置 き γ
線のCanalizationを 良 くし,こ のスtJツ トと同一直径の鉛のPlugを 抜 き挿 しする こ と
によつて 「零」の読みを正確に取ることにしたことである.こ め方法によつて観測にか 玉る
γ線束を正し く制限する事が完全にな り・不規則な散窩L量子による擾飢を防 ぐ事が出來た・
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この際7線 源 よ り計数 管に入射 する線束 の角度 は4慶 程度 にす ることが出來 た.
 以上,測 定士.の諸注 意の もとに,本 実験 に於て は鉛,錫 銅1ア ル ミ・tウム等理 論的 に良 く
取扱 われ て いる物質 に就て精密 に測定 し,理 論の要求 する値 と対 比する ことによつて理論の
適否 を検 討 すると共 に,出 來得れ ば諸種 の核反磨 に帰 因する吸牧 の程度 を察知せん と試 みた.
                          2 測定装置並に準備 実験  Fi
g.1. Arrangement for measurements of
absorption coefficient by means of plug methOd. 測 定装置 の幾何 学的配置朕況 はFig.1に
       噸 鳴醐 阪5・9  示されている.用 いられるr,SK源のエネル
       ・、》L・ 遜 血欄 鰹  ギ がー17M・vの 場合も6.1M・vの 場合
       '「 融 欧 ・翻 の擬 の変催 対処するために用い
          3N`4         た計数管(S-C)は 吾 々の研究室で從來 よ
  ヤ            鴛舐     り常に使い慣れている6.5mm Pb-G-M計
懸 伽SI徽 維鑓諏辮 窪貿
      慾    '         トロンより発生し來るX線 並に水嚢fオ シ
        陛^    の鱒 によつて衝蘇 生する低エネルギ.
     謝 廉1  '10'  x線の影響を防 ぐため・この計数管硬 に
                      10.5mmの 厚 さの鉛で囲 ま れ た.猫 この
S-C計 数管 はFig.1に 示 す様 にr線 源 と測定 計数管0-Cと を結 ぶ γ線 の進 行方向に 対 し
て 吸牧物質資 料の位置 よ り90度 以上後方 に位せ しめ,資 料 の有無並 にその厚 さの変化 によつ
て高 エネル ギー γ線の散吼等 による影響 を無視 し得 る様注意 した.
 吸牧測定 の爲めの観測用 計数管(0-C)は 内径25mm,壁 の厚 さ1mmの 鐵製*G-M計
数管 で,そ の一一"X(上 方)に 雲母窓(厚 さ8-10mg/cm2)を 有 し,中 心電極 の一・ZZは自由に
なつて居て,研 究室 では2π 型計数 管と呼 ばれて いるもので ある**.こ の計数 管の上方 に対
する有効 面積 はhvのzネ ル ギーによ り異 なる もので あ り,460 Kev程 度 の低 エネルギー
の場 合 は25mm直 径, Li(P,γ), F(P,γ)等 の高 エネルギ・一の もの に対 して は27mm直 径程
度 であると考 えられ る.吾 々は25mm,27mmの 直径の孔 のある鉛板 を計数 管の上面 に置
き これ を確 めた.測 定 に際 しては この計数 管の側面 を厚 さ12.6mmの 鉛 円筒 で掩つた.
 ce(Fe十Y)で は β放射性物質は出來7いSのBothe,Gentner(1937年)の 報告により準備 し九ので
  あるが,Baldwin, Koch(1945年)に よれItr 14.2Mev以 上のX線 により生す る事を報告 してい る.
  吾々もこれを確めたが現在のγ線の彊 さでは測定にか 、つて來なかつた.
eeee清 水栄氏の発案(1946年)に なる尋、のに乙てその後改夏をしたものである.
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 後 に詳 読する通 り,こ の計数管 でr線 の強度 を測定 するた めには雲母窓 の上面 に適 当な厚
さの鉛 円板 を置 き,ア 線の照射に よ りこれ よ り発 生す る電子 を計数 する方法 を探 つた.
 測定部 はFig.1の 如 く内径27mm,外 径9.8cm,高 さ10.Ocmの 鉛 の円筒形 ス ウツ1" Bを
0-C計 数 管の上郭 に置 き γ線 の入 射通路 を制限 し・ この孔(A-Zone)以 外 よ り來 るStray
radiationを 遮 蔽 するた め鉛箱Cで 遠 く囲んだ.こ の箱 は確 実 にア ースされ た.
 さて水素 イオンで弗化 カルシウム又は金属 ワcウ ムを衝黎 す ると,加 速電 圧が夫 々334Kv・
440Kvに 至 ると共鳴 的に 高 エネルギ ー1'線 が発生 され る.猫 この高 エネルギ ー7'線 に作 つ
て低 エネ ルギ"の ものが桐 当強 く発生する事が観測 され る.例 えばCaF2+Hの 場合 に於 て,
この低 ヱネルギ ー成分 による0-C計 数値 は非常 に多 く・予 想 され る高 ヱネルギ ー γ綜 によ
る計数値 の数 百倍 に も及 ぶ.今,こ の計数管(>L面 に鉛 円板 を重ねて行 くと,こ の数 値 は急
激 に減少 し,厚 さ約3.5mmに な ると略高 エネルギ ー成 分のみ による と思 われ る計数 値 にな
ることが 見 られた.こ れ よ りその吸牧係数を概 算 して 見ると,低 エ ネルギー成分 は主 として
プ ロ トンX線 に依 るもの のようである.
 次 に γ線源 の直接 下面に厚 さ10mmの 鉛を ブ イル ターとして入れ る と,こ の低 エ ネルギ
ー成分 は完全 に吸牧 され て しま うはす であるが,高 エネ ルギ ー γ線 の二次 的効果 による と思
われ る低 エネルギ 幽な ものが新 に生 じて來 る様 に観測 され た.γ 線源 の近 くに物 質 を避 く事
はCompton散 飢 によ り波長の変化を 受 ける享 も考 え られ るので,鉛 で濾波す る事 は木 測
定 には不適 当と考 え られ た.よ つて吾 々は ブ イルク ー を入れ る 一般 的方法 を避 け・ 計数 管
0-Cの 高 エネルギ ー成分 に対 する感度 を塘大 し,低 エネ ルギ ー成分 に対 する感度 セ極度 に
抑圧する方法 を採 つた.同 じ事 に対 する深 し注 意が測定 され る資料 の直 径に対 して も施 され,
γ線源 が鉛 の ス ワツ トBの 上 面を眺 む立休角 内に資 料が 納 まる様 に制 限 し,賓 料 つ挿入 によ
る不要 のCompton効 果等 二次的現獄の起 る事 を防 ぎ, O-C計 数 管 に逞す る γ紛の 変貿 を
防 いだ.
 即ちF(p,γ)γ 線 の襯測 に於て は雲母窓の直上 に厚 さ5.9mmの 鉛 円板 を置 いて5.9mm
Pb一 計数 管とし, Li(p,γ)γ 線 の場 合は7.5mm Pb一 計数 管 とした.こ れ等の厚 さは夫 々
6.1Mev,17.6 Mevの エネ ルギeを 持つ電子の鉛 中を走 る距離6)2.5～3.2mm並 に7.1～
7.2mm以 上であって, O-C Pb一 計数管以外 でCompton効 果並 に電 子対 創生等 に よ り発
生 された電子が計数管 に入 るのを防 ぐ事が出來 る.
 資料 の直径 を決 めるため夫 々13mm(ス リッT・の孔A-Zoneを 覆 う),29mm(ス リッ ト
ee予備実wa t tてRa源 γ線の吸牧係数を測定iz.,そ のフィルターの物質によvJその係数値が著 こく
 異なる事を見出乙た.吾 々ttl目下更に夏い幾何学的條件の実験を準傭 乙てい る. G. T. P. Tarrant
 (Proc。 Roy. Soc.,128(1930),345.)もTh-Cγ 線の測定に同tf注意を沸つた.
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Bの 上 面を覆 う),47mmの 鉛 に就て測定 を行つたが・直径29mm,47mmのも は両者略
同 じ吸牧 を示 したの で,各 資 料 の直径は全て29mmと 一定 した.資 料 の厚 さは10,20,30mm
の他 に二次 的現象 を見るた めに40,70mmの ものを も準備 した..資 料 の位 置は資料 の下 面
が測定器 に対 して同 じ幾何 学的條件 にあ るように常に測定 饗よ り一定距離309mmと した.
この距離 は実験 の條件並 に室の 状況 の許 し得 る最大距離 である.
 さて上述の詳細 な る諸注 意の もとにこの種実験 を行つて 見ると ス ワッ トBの 孔,即 ちA-
Zoneの 通路 以外 の部 分よ り種 々の経緯 を取つた γ線 がO--C計 数 管に入つて來 るものの よ
うで,特 に資料 の厚 さが 厚 くな ると顯著 のようである.こ の彊 さを確 めるた めBの 孔 と同 寸
法 の直径27mm,高 さ112mmのPb-Plugを挿入 し0--C計 数 管の計数 を測 定し,こ れ
を 「零」 の読 み とす る方法 を考 えつ いた.こ の試 みは この種高 エ ネルギFア 綜の吸牧の測定
法 として誠 に有 効 である事 を経験 した.
      3Plug挿入 法 に 依 る 測 定
 測定 に際 して は先づPb-Plugを 挿入せす,各 物負 を所定 の位置 に置 き,そ の厚 さを 0,
10,20,30mm(40,70mm>と変化 した場 合のS-C計 数 管の計数値1100に 対 する0-C
計数値 を記録 した.こ の計数 値 はTable 1,2の 第(1)欄 に掲 げた通 りである.
 次 に ス ワッ トBにPIUgを 挿 入 しZone Aの ア線 の通路 を塞 ぎ前 と同 じ浬定を繰返 した.
これ を同Tableの 第(2)欄 に掲 げる.こ のPlugを 挿 入した と きの計数値 は吸牧物 質の無
c場 合Li(p,r), F(p,ア)い す れの ときもPlugの 無 い第(1)欄 の計数値 の約2～4%で あ
つた.
 前 に述べた 如 くス リツ トBの 孔 を通逝 し0-C計 数管に感す る線東 をA-Zoneに よるもの
とし,こ れ 以外 よ り感す るものをB-Zoneに よる もの と名付 ける と, Plugの 無 い場合の一一
蓮 の測定値 は(A+B)-Zoneに よる もの であ り, Plugを 挿入 した場会の測定値 は(Pb-Plug
を透 過 した もの+B)一 一Zoneに よるものである.こ れ等 の測定値 よ りA・-Zoneの みの計数値
を求 めるには吸牧 物質の眞 の吸牧係数を求あPb同Plugの 透 過量を知 る必要が ある.吾 々は
近似値 と して(A+B)一 一Zoneに よる測定 値よ り吹 の如 く求める事 を行つた.先 づ 第(1)欄 の
0,10,20,30mmの4測 定 点に就て最 小自乗法 によ り第1近 似 としての吸牧実験式 を出 し,
次 に これ よ り得た 吸牧係 数の第1近 似 τ'値を用 いて資料並にPb-Plugを 透巡 して0-C計 数
管に感す る強 さを評慣 した.こ の強 さをIx, through Plug,初 めの弼 さをToで 表す と,
それ は
  ・。,、h;。ugh PI。9 一一 ・・e'T'pb・s・ ・・…1)●x・'「'正b●11' 2....…..(、)
で計算 される.こ の算潟値を第(2)欄 のPlug挿 入の実澱直よ り引去ればB-Zoneよ りの
                   (23)
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.         Table 1. Measurement for F(p,γ)Y-rays
 5.9mm Pb-G-M Counter
   50. Sn     29. Cu 
     173.4=ヒ4.5      173.4±=4.5
     136.5=ヒ6.3      127.3±4.5
    108,0±5.3    103.0±5・6
     87。1=ヒ3.7     76.4士3.7
 
      62.4±3.7       6L4±4.1
     34.1土2.2       30.9±1.6
      4.05=ヒ0.52      4.05=ヒ0.52
 
       L15二±=O.61      0.47=ヒ0.62
 ・23・1・26・
 23・±o.・・6・26・ ±o.・・9
            …
 0・03k i O・OSO・
 3.709×1022 i 8.420×1022
            1
 ・.623・10-23 ・.317・10-23
 1.25・10-2511.09×10一25
            1
                            (24)
         植 村:17Mev蚊 に6.1MeV Y線 の二,三 物 質 に よ る吸牧 係 数 の測 定
               Table 2. Measurement for Li(p.Y)γ 一rays.
      (L三 十H)46VKv                 7.5mm Pb-G-M Counter
  Method of Meas. Thickness  82. F b   50. Sn   29. Cn    13. Al               mm
                O       119.9=ヒ3.4    1ユ9.9±3.4    119.9士3.4    119.9±3.4  (1)
               10        58.4±4.0    100.0±6.0     92.2=ヒ5.6    117.2±6.5 0-CCounts
               20        40.3±2.5     61.5士3.1     74.8ヨ=3.8    107.5土4.8
   pe「
               30         26.7±2・4     46.3d=2.8     50.7士3.4     93。5±5.1  S_C100 Counts
  (A十B)-Zone     70      2.5c士O.7s   14.9土1.6   17.8士1.3   ÷eS1.4±4.1
 (2) W
ith Pb-Plug,    0    4.6ユ士0・46  4.61土0.46  4.61士0.46  4.61±0.46
   ditto(1) 
(Pb-Plug十B)-Zone   70      1・30士0・55   1.63土0・65   1.18士1.ユ5   4.94=ヒ0.84
 (5)Densityρ(by Takemura)   11・36     7・31     &89     2・7.1
 (6)τ/p cm2/gr        o・0510   0・0459    0.0300    0.022s
 (7)N。 。。f At。m、/・m・  3.302×10223.709・1022&420.IO226.053×1022
(8)Ab・.C・ 。ss-Secti。n,・7At。m。m・1.75×エO-230.906×10-230.331×10-23α103×10-23
  (9)σ 。,。m/Z 。m・  2.14×10-251.81×10"251.14.IO"250.792×10-25
                                    ceτ!Alの 算 出 に70も 用 い た.
強 さIx ,B-Zone奉 求 め 得 られ る.即 ち
  1。, B-Z。n[。=1。, pl。g- 1。, th,。ugh.Pl。g  (2)
である・A『Zoneの みに よる強 さIx, A-Zoneは
  1。, A-Z・n・=一 1。,(A+B).Z。n。-1。,B-Z。n。
   ・・ 1。,(A+B).Z。 。。一(1。, Pl。g -1・e"τ'P・ ・s…u・Al)'x・"τ'Pb'11●2)  (3)
に よ り容 易 に 求 め 椙 ら れ る.F(p,γ)γ 線 の 場 合 に 就 て の こ の 解 析 法 の 一例 をFig.2に 示 す.
                          (25)
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Fig.2. Absorption of(F-p)γ 一rays  この制限 したA-Zoneの みか ら入つて來 る ア線 の
  in lead, Plotted logarithmically.                量
の測定 よ り求めた全 吸牧 係数 τはTable1,2の 第(4う
鼎 難 灘 蝦灘 鷺1{
卵 壌 愚. つた.
℃ 饗 蕊  ・の脚 嫌P1・ ・挿入法は測定繍 測面積
誓`。、  ' ・ を舳 咬 えγ線の撚 を繊 する事が出來る可鱗
uV          「」J   を恭して居 り,各 種の吸牧測定の基本方法とな り得 る
詐 舞 総 も畿__、,_紐 の相互
ポ  鰯 噸 一 欄 の挙動醐 、れる.例 えば(、)式。,求めた
匂q5
も               B-Zoneの 算出値 と(A+B)-Zoneの 測定喧との比
も
転 態 一三1雛撫 灘 継
                大きくなつている.こ れ は7線 が 吻質のためにその波
 O.O.1             長,方 向を変化される度合が著し く異なる事を示して
  0 10ZOう0      70 mrt
   _撫 。,、,幽 。糖_い ると翫 られる・しかしこの「罐 にふ霜幡 事は測定
                の精度を一段高 めて後 行 いた い.
     4測 定 値 に 対 す る 考 察              ,
 以 ヒの諸注 意の下で今 日迄 随分苦 心 して測定実験 を有つて 見たが,そ れ で も其 の得 た結 果
は未 だ吾 々の満 足す る程度の精度 には至つ て居 ない.そ の確率誤 誰 はTable 1,2の 程度
である.
 今物質の原子番 号Zと 原子 吸牧 断面積 ・'At。mと の 関係 を 見る とFig.4に 示 され る通 り,
         0'At,m =aZ+bZ2
の式 で表 され る.aZの 項 はCompton吸 牧 と考 えられ るの で,陰 陽電 予対 創 生のた めの 断
面積 は 17Mev,6.1Mevの 高mネ ルギ「'線 いつれ の場合 に於 て も,2.6Mev r線 の場合
に 於ける と同穣7), その物頁の原子番号Zの2莱 に」七例 して いる と見 られ るよ うであ る.猫
ce 6.1Mev:こ 就てばMcMillan(3-3)も 同条漿の結果を得てゐる.
                  (26)
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               吾 々の特 に注意 して測定 した錫 と銅 の吸牧係数 を比較 して
Fig.3. Secondary effects of
 。1。m。nts.f。γ.ray,.  見る と・
                 F(p,r)6.1Mevγ 線 に対 して は τCu>τSn
矛 ぽ ・、畿 ・…  Li(P.,)、7.6M。v,雛 対 しては 。c。く.Sn
1・藷 鷺 霧 競 溜 である.・れは購 卜算で予想・れる騨 と一致してい
認           る.
コむ
z。   es    今回吾 ・によつて測定 された数値 と既に文献に現われた
tO            ものとの比較一覧表をTable 3に 掲げて置いた・ これを
5 牝/a 見ると吾・の測定値は搬 曜 論値・・小・雄 を示して
9.fb・1 5ル ム ゐるにもか働 らすLi(P,r)のAlの 吸縣 数は大 きく,
  ,ど二._・ 一 ・一'"2==一 一・一 一一 一聖 . そ の 吸 嫡 面 積 は1.0・10-・4CM・ で あ る.こ の 動 ・ γ 線1              、
               の照射による核反鷹,例 えば(γ,の 及び(γ,p)等 の存
 0 102030     70ma 在によるものかどうかに就ては今後槍討 したいと思つてい
  一一一¶1tickne5s of Absorber-一一.一
               る.
    5結  言 .    Fig.4. Relation be伽eeu absorption
                        cross-section crAtomand atomic
 以上得 た結果 は吾 々としては未 だ満 足する程度の  number Z for(Li.-p),(F.p)Y-rays.
精度 に達 して はいな いが,測 定方法 に新工央を施 し, x7δ2掃
G・{9…MUII・ ・ 計数 管 によ りこの種の精密測定が as+L(ヤ,ご ㍑46σKサ S
ll灘懸1三灘ll萎↑繍 膿 饗
欝 のでは   の襟::γ//
 終 りに臨み本実験中絡始御指導の労を取 られた荒
勝文鷺 媛 噂 く御祀を申し上げると共に踵 嫡o・5c 。、n.(1繍 詔 翻 虚
釜なる御助寵 職 られた木村毅徽 授に対 して感   C
。S:
謝の龍 表 した・・.鯉 学備 水鵜 同親 鰍06ua 4。 ω β。
良眠,同 佐治淑夫氏洞 武藤二郎氏,同 石罐 太郎 一一A亡。…tc・N・(z)一一
氏,同 湯浅一経氏等の御協力に対 して深 く感謝する.特 に安見氏の本研究全般に亘る積極的
御協力と γ線源強度の定常維持に対する御助力に対 して感謝する・
 伺本研究は文部省科学研究費により行われたものである・
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        植 村:17Mev拉 に6.1Mevγ 線 のご,三 物質 に よ る吸 牧 係 数 の 測定
  補    遺
 R.L. Walker氏9)は 最 近17.6Mevγ 線 のC, AI, Cu, Sn,並 にPb等 の 吸 牧 を 測 定
し次 表 の 結 果 を 得 て い る.
           Table 4. Results of R.L. Walker and Y. Uemura.
                               N
                    C     AI     C疑     Sn     Pb
8翻 諮c輩 鑑) ・・32B ・966 …7 9… 22…
 当
1講 艦 欝 一 ・・323±・・%・972± ・・%・ 靱 ・%i… ±・・%・ …6±O.・%
出 ・・…ence-% +…1 +…+… 一…i-…
 こ の 際 プ ・ トン の 加 速 電 圧 は460Kv以 下 に 抑 圧 し,吾 々 と 同 様 に 均 質 な γ線 の 発 生 に 注 意
し て い る.ア 線 の 測 定 器 は 緒 言 に 述 べ た γ線 分 析 器 を 用 い て い る.
 こ の 精 度 の 良 い 測 定 結 果 に よ り・ γ線 の 吸 牧 はCompton効 果 並 に 核 場 に よ る 電 子 対 の
創 生 以 外 にC,A1等 のZの 小 さ い 物 質 に 対 して は 電 子 場 に よ る 電 子 対 創 生 の 吸 牧, Cuに
対 して は 更 に(γ,n)に よ る 核 吸 牧 の 存 在 を 推 察 し て い る.
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